
 

 

 

すまいの部会報告(平成 26 年 10 月～平成 27 年 2 月)  

部会開催 平成 26年 10月３日、12月５日、平成 27年２月６日 

 

1 DVD の活用状況(平成 26 年 10 月～平成 27 年 2 月) 

 相談時利用 研修等利用 個人・団体貸出 複製 

障がい福祉課 0 1 １ 0 

しゃきょう 0 0 2 0 

春日苑 0 0 0 0 

かすがい 0 0 0 0 

JHNまある 2 0 0 0 

あっとわん 0 0 0 0 

中部大学  向研究室 0 1 0 0 

合計 2 2 3 0 

 

【DVDについての感想】 

・障がいの娘にとって将来的な目標であり、でも心の中では無理じゃないかなとついつい

後ずさりしてしまいそうな夢のような存在になっています。DVDを観て実際に支援サービス

を利用してひとり暮らしている方の生活を見ることができて「夢」のように思っていたこ

とが少し現実として考えられるように思えました。 

(11月、福祉のつどいのアンケートより抜粋) 

 

2 啓発グループの報告 

 ・11月 25日、12月 15日、22日、１月 20日に打ち合わせや DVDの中身について検討。 

 ・DVD 第 2 弾・障がい者の生活「入所施設・グループホーム編」「日中活動編」を制作し

た。 

 ・撮影やインタビューの際、中部大学齋藤ゼミ側と部会側との間で趣旨や内容について

の差異が感じられることがあったため、すり合わせ等の調整をした。 

 

3 体験グループの報告 

 宿泊体験実施 

① 9/12～9/13 本人１名、学生 1名 親 1名 

② 10/30～10/31 本人 2名、学生 2名 親 1名 

③ 11/22～11/23 本人 2名、学生 1名、親 1名 

④ 2/20～2/21 本人 4名、学生 1名、親 4名 

⑤ 2/28～3/1 本人 2名、学生 1名、親 1名 

【資料７】 



 

 

 

4 これまでの活動と懸案事項について 

これまでの活動 

部会の目的である「制度にとらわれず地域での暮らしを考える」ということを確認し、

啓発グループと体験グループの２つのグループで活動した。 

啓発グループは、部会となる前の「住まいに関する研究会」の頃から検討していた障

がい者の暮らしぶりを紹介する DVD制作に取り組み、中部大学の協力を得て、1年目に「一

人暮らし編」２年目に「入所施設・グループホーム編」「日中活動編」を制作した。 

体験グループは中部大学の学生を支援者として、１年目は日中の活動を中心に支援者

と障がい者の相互理解を目的として活動をし、２年目は宿泊を目的とした形を月に１回

行った。 

懸案事項 

制度にとらわれない障がい者の暮らし方についての情報発信・啓発のために「障がい者

の生活」の DVDを３編制作したが、この DVDの周知及び活用はまだ十分ではない。 

障がい者の新しい住まい方の情報を収集することは、部会内で 1 回実施したのみで、情

報となるまでにはさらに事例の収集や整理をすることが必要と思われる。 

現在部会は学識経験者と支援センター相談員及び当事者団体で構成されているが、住ま

うことを考えるためには不動産関係、地域の方々、行政の担当課等広く参加してもらい共

に考え、現実的にサポートしていくことが必要と思われる。 

 

 

 

 


